






結論 

 乳幼児眼科健診においてスクリーニングすべき眼疾患および現行スクリーニングの実態

調査を行った。 

 (1)6 歳以下の乳幼児の眼疾患としては、斜視・弱視・屈折異常といった眼機能異常、眼

瞼下垂・内反症・鼻涙管閉塞のような外眼部疾患の頻度が高く、これらがスクリーニング

すべき眼疾患の主なものである。 

 (2)視覚障害を来す重篤な疾患は健診時期以前に家庭で発見するべく啓蒙が必要である。 

 (3)現行健診で異常を指摘されるものの中には偽斜視の頻度が高く、偽斜視を除外すると

受診者は大幅に減少する。しかし、偽斜視をスクリーニングで除外するべきか否かは今後

検討を要する。 

 (4)問診項目でも偽斜視が注目された。 

 (5)3 歳児では視力検査は大部分が可能である。 


